プログラム委員会細則
昭和59年４月５日作成
（設置及び目的）
第１条　この細則は、最近の寄生虫学の進歩・多様化に対応し、日本寄生虫学会大会の学術面での円滑な運営および向上を図るため、日本寄生虫学会（以下「本学会」という）会則（平成27年3月21日改訂）第20条３項により別に定める「日本寄生虫学会の各種委員会の設置に関する規程（平成26年3月26日作成、平成27年3月21日改訂）」の第２条に基づき設置されたプログラム委員会（以下、「委員会」という）の活動に必要な事項を定める。本委員会は大会長の意を受けて、大会プログラムの編成および企画に参与することを目的とする。
（委員会の構成）
第２条　本委員会は次の各号に挙げるものにより構成する。
（１）下記演題領域ごとに２名ずつ選出された合計８名の委員
（２）理事会より推薦された担当理事１名
（３）大会長
２．委員会に委員長を置き、大会長がその任に当たる。
３．演題領域は研究目的により次の４群とする。
（１）分類・進化・生活史・生態・疫学
（２）感染機構・寄生適応（寄生虫の研究）
（３）宿主応答・病態（宿主の研究）
（４）疾病対策（検査・診断・治療・創薬・ワクチン・介入研究）
４．委員の選出は、理事選挙実施規程の附則の定めるところにより実施する。
（委員会の開催）
第３条　委員会の招集：委員長は担当理事と協議の上、委員会を招集する。委員会の開催は原則として大会開催時とするが、委員長は必要に応じて、臨時委員会を招集することが出来る。
２．委員会の経費：委員会の活動に要する費用は学会が負担するものとする。
３．電子メールや郵送等の方法を活用し、一堂に会する委員会に代える事が出来る。
（委員の任期等）
第４条　委員の任期は３年とする。
２．前項の委員は、再任は妨げないが連続して６年を越えることは出来ない。 
３．委員長の任期は1年とし､大会終了時をもって交代する。
(運営事項の制定等)
 第５条　本細則に定めるもののほか､議事の手続き、その他プログラム委員会の運営に関し必要な事項は､委員長が委員会に諮って定める。
(本細則の改廃) 
第６条　本細則の改廃については､プログラム委員会において審議し､担当理事が理事会に諮り、 理事会の議を得て決定する。 
附則 
１．1984年４月５日幹事会で承認
２．1984年４月６日評議員会で承認
３．1990年４月１日改訂 
４．2002年３月29日改訂(評議員会) 
５．この細則は2007年３月29曰から施行する 
６．2014年3月28日一部改定
７．2016年10月18日一部改定
